

























































































































































































































小学生総数 1年生 2年生 3 年生 4年生 5年生 6 年生 保護者












　    ９：30　受け付け開始：参加する子どもの登録





    学生の自己紹介
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      今日の実験観察実習について解説










　      参加した小学生は解散、学生および教官は



































































































































ン類が観察ができる。マガンは 1993 年以降 10000
を越える数が見られ、1997 年には 35000 羽を越え






























































































































































































































































































































５ ． フ レ ン ド シ ッ プ 授 業 後 の 交 流 会 と シ ン ポ ジ ウ
ム
　交流会の冒頭で、スウェーデンの自然回復計画の
リーダーで鳥の_35研_35究家でもある Lambart  H.
R.  von  @KNEssen @KN 博士の､「自然とともに生
きる－スウェーデンの湿地－」と題する講演が行わ
れた。講演後、エッセン夫妻を囲んで、大学生（約
10 名）と小学生約 10 名がエッセン氏への質問など
をはさみながら、懇談した。だだ、残念ながら、小
学生、大学生ともに出席が多くなかったこともあっ
て、フレンドシップ事業当日ほどの賑わいはなかっ
たが、楽しい一時を過ごすことができた。子どもた
ちにとっては、外国の専門家が自分達の町に来て、
自分達の蕪栗沼を見にきてくれ、サンタクロースの
国の森や湖の話、ニルスや渡り鳥の話に聞き入って
いた。子どもたちにとって自然を知り、外国を身近
に感じる素晴らしい時間になったようである。学生
達の一部は、エッセン氏と夜遅くまで話し、同じ宿
舎に泊まり、学生にとっても得がたい一時を過ごす
こととなった。
シンポジウム参加者
青木史朗　田尻町教育委員会　社会教育課課長補佐
池内俊雄　日本雁を保護する会　会員（鳥類・農業）
岩渕成紀　仙台市科学館　指導主事　（鳥類）
呉地正行　(NGO）日本雁を保護する会　会長（鳥類）
進東健太郎　日本雁を保護する会　会員（魚貝類）
村松　隆　宮城教育大学環境教育実践研究センター
　　　　　助教授（環境教育）
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見上一幸　宮城教育大学環境教育実践研究センター
　　　　　教授（環境教育）
その他、宮城教育大学フレンドシップ参加学生
約 10 名
　今回のフレンドシップ事業の反省の意味も含めて､
「自然とともに生きる」いうテーマで、シンポジウ
ムを行った。田尻町教育委員会からは、次回に向け
て以下のような貴重な意見を戴いた。今回の事業の
対応をして下さった田尻町の企画課では、受け入れ
側としてもこのような事業を行うには事前の十分な
準備が必要で、今回は少し性急であった。もう少し
期間をかけて準備する時間が欲しいこと。特に、新
年度に入る前に提案して欲しいという要望が出され
た。また、フィールドでの学生の指導を見て、でき
れば子どもに教えるという観点から強弱を付けて欲
しい。まだ、教師として十分な指導を受けていない
のではないか、という指摘も受けた。此れに対して、
学生からは、自分達は父母から若いながら環境教育
のプロとして見られていたので、大学ではもっと専
門の勉強をしっかりやりたいという反省があった。
　反省の中で、今回の実験は子どもにとっては少し
難しかったかもしれないのではないか、という指摘
もされた。しかし、その一方で、中学年、低学年の
生徒が真剣に、飽きる様子もなく、試験官やペーパ
クロマトを離さず実験しているようすからは、満足
している様子も伺えたという指摘もあった。
　今回の事業が成功であったのは、相手が小学生で
あったことにもよるとの指摘もあった。田尻町の青
木氏の指摘では、見るもの聞くものが素直に聞き入
れられていたようであった。これも小学生だったか
らかも知れない。参加した学生からはも、４月に行
った別のフレンドシップ事業では中学生を対象に行
ったが、最後まで集中してくれず、今回は小学生が
参加学生を素直に受け入れてくれてたいへん助かっ
た。
地元若柳町に住んでおられる進藤氏は、魚、中でも
ゼニタナゴの研究で有名な方で、その研究をベース
にしての本事業への期待を発表された。また、鳥の
ガンについてロシアとの連携研究をされている池内
氏は、渡り鳥の立場からのご意見を頂戴した。さら
に、雁を保護する会の会長でもある呉地氏は、蕪栗
沼についてはまだ情報の蓄積がないことから、フレ
ンドシップ事業を通じて、一層有効なメニュー作り
を行うとともに、よりよい教材作りをしょうという
提案があった。
フレンドシップ事業をきっかけとして、蕪栗沼に関
わる研究者や教育者が連携を深め、子どもが興味を
もつ切り口で、学生が一緒に教材をつくる活動に発
展させようという目標まで決まり、地域教育に大き
く貢献できることとなった。
Ⅷ．次回に向けての要望（反省会から）
　学生たちに、また来年もフレンッドシップ事業を
実施するとしたらどのようなことを期待するかとい
うことに対して、
１）　「授業の内容を学生が決めたらもっと面白く
　　　なると思う｡｣（学生 SD）
２）　「大学生の学年がばらばらで、教える側の団
　　　結力がない。当日までにチーム内で十分話し
　　　合いをすべきであった｡｣（学生 YC）
３）　「学生には、一度の下見では不完全です。来
　　　年は合宿制にして時間をたっぷり使えればよ
　　　いと思います｡｣（学生 FY)
４）　「今回は夏だけだったが、春夏秋冬みること
　　　ができるといいのではないか｡｣（学生 MT）
５）　「授業の内容を学生が決めたらもっと面白く
　　　なると思う｡｣（学生 SD）
６）　「できるなら一つのことをじっくりと行った
　　　ほうが良かったのではないかと思います。ま
　　　た、一日で一つのことをおこなうのではなく、
　　　何日かこのような授業をおこなうことで、こ
　　　どもたちを知ることができ、私たちを認識し
　　　てくれるのではないかと思います｡｣（学生
　　　KT）
　学生の意見は、いずれもフレンドシップ事業を肯
定的に受けとめ、来年度も実施されれば積極的に参
加したいというものであった。今年度単位を取得し
た学生は、来年度参加しても単位にはならないが、
受け入れ学生数の枠を拡大することで、熱意を持つ
学生には参加の機会を与える工夫をすべきと考える。
